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《アピール》
　新たな運動の高まりの上に

全国交流集会の成功を
　安倍内閣の発足いらい、日本国憲法、とりわけその９条を変えようとす
る動きは、いちだんと激しさを増しています。それは、安倍首相が２期６
年の自分の任期内に改憲を実現する決意を表明したことにあわせ、自民党
内では2011 年秋にも国民投票を実施するとの改憲に向けたタイムテーブル
がつくられていることにもあらわれています。
　この動きが、アメリカの行う戦争に日本を巻き込むものであることは、
ますます明らかとなっています。安倍首相はそのため、憲法の改定以前に
も集団的自衛権の行使にさらに踏み込むための憲法解釈の変更を企ててい
ます。
　しかし、こうした動きに対する国民の不安、憤りも急速に広がりつつあ
ります。それは各種世論調査において、共通して、９条の改定に反対する
世論が、９条を改定すべきとする世論を上回り、その差が年々拡大してい
ることにもあらわれています。改憲をめざす勢力は、この国民世論や、そ
うした世論をつくりだすことに力を発揮している「九条の会」を敵視し、こ
れを切り崩すための大キャンペーンを展開しようとしています。
　私たちは、憲法９条を守るという国民世論を広げる運動がさらに大きく
発展することを願っています。そのため、すでに今秋11 月24 日（土）に
は第２回全国交流集会を開くことを決めています。私たちは、この交流集
会を成功させるため、全国の地域・職場・分野の「会」が、以下のような
取り組みを強め、その豊かな経験を交流集会の

　改憲派が「九条の会」に対抗意識　1955 年に結成された自主憲法期
成議員同盟は、３月、「新憲法制定議員同盟」と衣替えし、新会長に中曽根
康弘氏を選びました。その総会における意見交換のなかでは、「護憲派の運
動（例えば９条の会）が盛んになっているので、是非当議員同盟が中心に
なってこれに対抗する運動を」との意見が出たと紹介されています。　「民
間憲法臨調」（「21世紀の日本と憲法」有識者懇談会）が「護憲グループ『九
条の会』」を特定の政党と結びつけた形で歪曲して紹介するなど、「九条の
会」が彼らの企ての前にたちふさがっていることを自らかにしています。

場にもちよることをよびかけます。
　①「九条の会」アピールへの賛同をさらに圧倒的なものへと広げ、改憲
の発議をも断念させるものとするため、地域、職場、分野の「会」を、文
字どおり思想や信条等の違いを超え、さらに無数に結成しましょう。
　②９条擁護の世論を切りくずすためのさまざまなキャンペーンを跳ね返
すために、地域や職場の草の根で、日本国憲法、とりわけその９条がもつ
先駆的な価値についての学習を深め、これを生かすために何が必要かの議
論をまきおこしましょう。
　③無数に生まれている世論や運動を広げているすぐれた経験に学び、そ
れをお互いの運動に生かすため、地域レベル、都道府県レベルでも大いに
交流しあい、それぞれの運動をさらに豊かなものにしていきましょう。

　　　　　2 0 0 7 ５月 2 6 日　　九条の会

九条の会がアピール
１１月２４日（土）に第二回
全国交流集会開催へ
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お知らせ

●宣伝カー流し用の新しいテープを作
成しました。必要な方は、連絡して

ください。ＦＡＸ 812-4149まで

●運営委員会は、６月１４日(木）午後
４時～京都共同センター

事務局長談話を発表しました
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憲法改悪反対、イラク派

兵延長やめよと宣伝
　京都共同センターは６日、四条河原町でイ

ラク派兵の延長に反対するとともに、憲法９

条を守ろうと訴える宣伝行動を実施しました。

　京都民医連・民医労・医労連は、共同で、７

日に京都市内１１ヶ所を一日かけてまわり宣

伝行動を実施しました。


